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点検結果等の保存事例

○マニュアル改定後に実施された点検結果等の保存様式を事例として収集した。
○点検結果等の保存様式については、マニュアルに準じた保存様式を紹介する。
○修繕の保存様式については、台帳に修繕情報を反映した事例を紹介する。

2

【海岸保全施設維持管理マニュアル（平成26年改訂）に準じた点検様式】

【マニュアル改定後の点検結果等の保存事例】

≪収集方法≫
対象：10海岸管理者
収集資料：マニュアル改正後に実施された点検結果等の保存様式

①マニュアルに準じた
点検結果等の保存様式

②その他の点検結果等の保存様式
・港湾の点検シートによる保存様式
・巡視日誌

・重点点検箇所
・巡視（パトロール）用シート
・点検シート （全体図記入シート、点検結果記入シート、変状写真シート）
・その他（点検・変状ランクの判定・健全度評価の結果一覧）

③修繕の保存様式
及び特色ある事例

6海岸 3海岸

1海岸



マニュアルに準じた保存様式＿点検シート（全体図記入シート）
全体図記入シート

海岸名 地区海岸名 一定区間 施設名 建設年度

点検者氏名 点検者所属 No. ～

一定区間

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝0.00m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝0.00ｍ

全体平面図

断面図

-
点検を実施する全範囲

調査箇所

断面図

全体平面図
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マニュアルに準じた保存様式＿点検シート（点検診結果記入シート）

4

海岸保全施設定期点検　点検結果記入シート
【調査概要記入欄】 【変状位置図（写真等）】

【調査結果記入欄】

評価結果の入力　：　a～d：変状ランク　　x：未点検　　-：該当部材なし

D.L.

L＝

B＝

L＝

S＝

B＝

H＝

D＝

L＝

D.L.

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝  

S＝

L＝

S＝

n＝

W＝

D.L.

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

n＝

L＝

B＝

L＝

S＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

※必ず実施する項目は赤字で示す  

地区海岸名 施設名 護岸○○地区地区海岸名 ○○港海岸01-001-0012-0002-1
○○○○株式会社 点検者氏名 ○○　×× 点検を実施した全範囲 スパンNo.

基礎工

■前面海底地盤

■基礎工

■排水工

■根固工

目地ずれ

大きなずれ、段差がある。 小さなずれ、段差がある。

－

わずかな変状がみられるか、変状な

し。 x

移動・沈下
基礎工流失又は破壊欠損がある。 小規模な移動又は沈下がある。

－

わずかな変状がみられるか、変状な

し。 x

剥離・損傷
表面だけでなく、部材の深部まで剥

離・損傷が及んでいる。

広範囲であっても、表面近くで浅い剥

離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷が生じてい

る。

わずかな変状がみられるか、変状な

し。 x

ひび割れ
部材の背面まで達するひび割れ・亀裂

が生じている（幅5mm 程度以上）。

やや大きなひび割れや小さな亀裂が

生じている。

小さなひび割れ（ひび割れ幅0.2mm 

程度）が生じている。

わずかな変状がみられるか、変状な

し。 x

ブロック破損
破損ブロックが多数あり配置の乱れ

が生じている。

破損ブロックは多数あるが、配置の乱

れは少ない。

小さなひび割れ発生が発生している。 わずかな変状がみられるか、変状な

し。 x

前面海底地盤

根固工

移動・散乱

及び沈下

石、ブロックが大規模又は広範囲に移

動、散乱又は沈下している。

石、ブロックが沈下、移動又は散乱し

ている。

部分的にごく小さな移動（ずれ）がみら

れる。

わずかな変状がみられるか、変状な

し。 x

吸出し
（根固部）

土砂が流出している。 土砂流出の兆候が見られる。

－

わずかな変状がみられるか、変状な

し。 x

洗掘

広範囲で侵食があり、かつ捨石マウン

ドの法尻前面で深さ1ｍ以上の洗掘が

ある。洗掘に伴うマウンド等への影響

がみられる。

広範囲で侵食があり、かつ捨石マウン

ド法尻前面で深さ0.5ｍ以上1ｍ未満

の洗掘がある。

深さ0.5ｍ未満の洗掘がある。 わずかな変状がみられるか、変状な

し。

x

吸出し・空洞化
防護機能や安全性に影響のある大規

模な空洞がある。

部分的に防護機能や安全性に影響の

ある空洞がある。 －

防護機能や安全性に影響のある空洞

なし。 x

裏法被覆工

広範囲に破損、または流出している。 表面だけでなく部材の深部まで剥離・

損傷が及んでいる。

広範囲であっても表面の剥離・損傷が

生じている。

ごく小規模の剥離・損傷が生じている

か、剥離・損傷が見られない。 d

目地部、打継ぎ
部の状況

目地部、打継ぎ部のずれが大きく、堤

体土砂の流出がみられる。

目地部、打継ぎ部より水の浸透があ

る。

目地部、打継ぎ部にずれがあるが、水

の浸透はない。

目地部、打継ぎ部にわずかなずれ、段

差、開きが見られるか、段差、開きが

見られない。
d

鉄筋の腐食
浮き錆が著しく、鉄筋断面積の有意な

減少が全域にわたっている。

浮き錆が多く、鉄筋表面の大部分ある

いは全周にわたる腐食が広範囲に認

められる。

錆汁が多く、鉄筋腐食が広範囲に認

められる。

一部に錆汁、点錆が見られるか、錆

汁、点錆が見られない。 b

波返工
(胸壁については

堤体工)

ひび割れ
部材背面まで達するひび割れ・亀裂が

生じている（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程度のひび割れ

があるが、背面までは達していない。

剥離・損傷
広範囲に部材の深部まで剥離・損傷

が生じている。

表面だけでなく部材の深部まで剥離・

損傷が及んでいる。

目地の開き、
相対移動量

転倒あるいは欠損がある。 移動に伴う目地の開きが大きい。目

地部より水の浸透がある。 d

調査年月日：
■波返工

No.1～No.12、No16～No.30 1

天候： 曇2014/11/1

x

■天端被覆工

1方向に幅数mm程度のひび割れがあ

るが、背面までは達していない。

１mm以下のひび割れが生じている

か、ひび割れが生じていない。 d

広範囲であっても表面の剥離・損傷が

生じている。

ごく小規模の剥離・損傷が生じている

か、剥離・損傷が生じていない。 c

■表法被覆工

目地ずれがあるが、水の浸透はない。 目地部にわずかなずれ、段差、開きが

見られるか、段差、開きが見られな

い。

スパン長(m) 20.0

d

防護高さの不足
防護高さを満足していない。

－ －

防護高さを満足している。

変状ランクの判定結果

点検位置 変状現象
変状、損傷等のランク

評価結果
計測寸法
(最大値)a b c

d

沈下・陥没
陥没がある。 沈下による凹部が目立つ。

－

部分的な沈下が見られるか、沈下が

見られない。 d

防護高さの不足
防護高さを満足していない。

－ －
防護高さを満足している。

d

■裏法被覆工
ひび割れ

部材背面まで達するひび割れ・亀裂が

生じている（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程度のひび割れ

があるが、背面までは達していない。

１方向に幅数mm程度のひび割れがあ

るが、背面までは達していない。

１mm以下のひび割れが生じている

か、ひび割れが見られない。 d

剥離・損傷
広範囲に破損、または流出している。 表面だけでなく部材の深部まで剥離・

損傷が及んでいる。

広範囲であっても表面の剥離・損傷が

生じている。

ごく小規模の剥離・損傷が生じている

か、剥離・損傷が生じていない。 d

目地部、打継ぎ
部の状況

目地部、打継ぎ部のずれが大きく、堤

体土砂の流出がみられる。

目地部、打継ぎ部より水の浸透があ

る。

目地部、打継部にずれがあるが、水の

浸透はない。

目地部、打継ぎ部にわずかなずれ、段

差、開きが見られるか、段差、開きが

見られない。
d

沈下・陥没
陥没がある。 沈下による凹部が目立つ。

－

部分的な沈下が見られるか、沈下が

見られない。 d

吸出し・空洞化
防護機能や安全性に影響のある大規

模な空洞がある。

部分的に防護機能や安全性に影響の

ある空洞がある。 －

防護機能や安全性に影響のある空洞

なし。 x

天端被覆工
（水叩き工を含む）

表法被覆工

■消波工
ひび割れ

部材背面まで達するひび割れ・亀裂が

生じている（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程度のひび割れ

があるが、背面までは達していない。

1方向に幅数mm程度のひび割れがあ

るが、背面までは達していない。

１mm以下のひび割れが生じている

か、ひび割れが見られない。 c

剥離・損傷
広範囲に破損、または流出している。 表面だけでなく部材の深部まで剥離・

損傷が及んでいる。

広範囲であっても表面の剥離・損傷が

生じている。

ごく小規模の剥離・損傷が生じている

か、剥離・損傷が生じていない。 d

目地部、打継ぎ
部の状況

目地部、打継ぎ部のずれが大きく、堤

体土砂の流出がみられる。

目地部、打継ぎ部より水の浸透があ

る。

目地部、打継ぎ部にずれがあるが、水

の浸透はない。

目地部、打継ぎ部にわずかなずれ、段

差、開きが見られるか、段差、開きが

見られない。
d

沈下・陥没
陥没がある。 沈下による凹部が目立つ。

－

部分的な沈下が見られるか、沈下が

見られない。 d

吸出し・空洞化
防護機能や安全性に影響のある大規

模な空洞がある。

部分的に防護機能や安全性に影響の

ある空洞がある。 －

防護機能や安全性に影響のある空洞

なし。 x

■砂浜
ひび割れ

部材背面まで達するひび割れ・亀裂が

生じている（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程度のひび割れ

があるが、背面までは達していない。

１方向に幅数mm程度のひび割れがあ

るが、背面までは達していない。

１mm以下のひび割れが生じている

か、ひび割れが見られない d

-

砂浜 侵食・堆積

d

-

排水工
目地の開き、
相対移動量

転倒あるいは欠損がある。 移動に伴う目地の開きが大きい。天

端工との目地部より水の浸透の恐れ

がある。

目地ずれがあるが、水の浸透はない。 目地部にわずかなずれ、段差、開きが

見られるか、段差、開きが見られな

い。

侵食により基礎工が浮き上がり堤体土が既に流

出している｡

侵食により前面の砂浜が消失し､基礎工下端・止

水矢板が露出している｡

堤防・護岸等の防護機能が損なわれる ほど、堤

防・護岸等の前面の砂浜の侵食が進んでいると

認められる場合｡

堤防・護岸等の防護機能が将来的に

損なわれると想定されるほど、堤防・

護岸等の前面の砂浜の侵食が進んで

いると認められる場合｡

汀線の後退もしくは浜崖の形成が認

められる。

わずかな変状がみられるか、変状な

し。

【備考・特記事項記入欄】

管理番号

消波工

移動・散乱
及び沈下

ブロック破損

剥離・損傷

点検者所属

破損ブロックが1/4以上ある。 破損ブロックは1/4未満である。 少数の破損ブロックがある。 小さなひび割れが発生しているか、ひ

び割れが発生していない。 -

消波工断面がブロック1層分以上減少

している。

消波工断面が減少している(ブロック1

層未満)。

消波ブロックの一部が移動、散乱、沈

下している。

わずかな変状がみられるか、変状な

し。

【凡例】

変状現象 単位 計測寸法（記号）

防護高さの不足 （ｍ） 標高（D.L.）

ひび割れ （ｍ） 長さ（Ｌ）

（ｍ） 最大ひび割れ幅（Ｂ）

剥離・損傷 （ｍ） 直径（Ｌ）

（ｍ） 短径（Ｓ）

鉄筋の腐食 （ｍ） 長さ（Ｌ）

目地の開き、相対移動量 （ｍ） ずれ（Ｂ）

（ｍ） 段差（Ｈ）

（ｍ） 開き（Ｄ）

沈下・陥没 （ｍ） 直径（Ｌ）

（ｍ） 短径（Ｓ）

侵食・堆積 （ｍ） 浜幅（Ｗ）

（ｍ） 砂浜の標高（D.L.）

移動・散乱及び沈下 （ｍ） 直径（Ｌ）

（ｍ） 短径（Ｓ）

ブロック破損 （個） 個数（ｎ）

鉄筋腐食(b)

点検結果記入シート
【調査概要記入欄】 【変状位置図（写真等）】

一定区間

【調査結果記入欄】

D.L.

L＝

B＝

L＝

S＝

B＝

H＝

D＝

D.L.

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝  

S＝

L＝

S＝

n＝

W＝

D.L.

B＝

H＝

D＝

※ 「必要に応じて実施する項目」やその他の部材（根固工等）については、実際の点検内容に応じて、適宜追加すること。  

調査年月日： 　　　年　　　月　　　日 天候： 晴　 曇　 雨
■波返工

スパンNo. 　No.

点検者氏名施設名

変状ラ ンクの判定結果

点検位置 変状現象
変状、損傷等のラ ンク

評価結果
計測寸法

(最大値)a b c d

防護高さの不足

防護高さを満足していな

い。 － －

防護高さを 満足している。

■天端被覆工

ひび割れ

部材背面まで達するひび

割れ・亀裂が生じている（幅

5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程度

のひび割れがある が、背

面までは達していない。

1方向に幅数mm程度のひ

び割れがある が、背面まで

は達していない。

１mm以下のひび割れが生

じているか、ひび割れが生

じていない。

剥離・損傷

広範囲に部材の深部まで

剥離・損傷が生じている。

表面だけでなく部材の深

部まで剥離・損傷が及ん

でいる。

広範囲であっても表面の剥

離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷が

生じているか、剥離・損傷

が生じていない。

■表法被覆工
目地の開き、

相対移動量

転倒あるいは欠損がある。 移動に伴う目地の開きが

大きい。目地部より水の

浸透がある。

目地ずれがあるが、水の浸

透はない。

目地部にわずかなずれ、段

差、開きが見られるか、段

差、開きが見られない。

防護高さの不足
防護高さを満足していな

い。 － －
防護高さを 満足している。

沈下・陥没

陥没がある 。 沈下によ る凹部が目立

つ。 －

部分的な沈下が見られる

か、沈下が見られない。

■裏法被覆工
ひび割れ

部材背面まで達するひび

割れ・亀裂が生じている（幅

5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程度

のひび割れがある が、背

面までは達していない。

１方向に幅数mm程度のひ

び割れがある が、背面まで

は達していない。

１mm以下のひび割れが生

じているか、ひび割れが見

られない。

目地部、打継ぎ部

の状況

目地部、打継ぎ部のずれが

大きく、堤体土砂の流出が

みられる 。

目地部、打継ぎ部より水

の浸透がある。

目地部、打継部にずれがあ

るが、水の浸透はない。

目地部、打継ぎ部にわずか

なずれ、段差、開きが見ら

れる か、段差、開きが見ら

れない。

剥離・損傷

広範囲に破損、または流出

している。

表面だけでなく部材の深

部まで剥離・損傷が及ん

でいる。

広範囲であっても表面の剥

離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷が

生じているか、剥離・損傷

が生じていない。

表法被覆工

沈下・陥没

陥没がある 。 沈下によ る凹部が目立

つ。 －

部分的な沈下が見られる

か、沈下が見られない。

■消波工
ひび割れ

部材背面まで達するひび

割れ・亀裂が生じている（幅

5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程度

のひび割れがある が、背

面までは達していない。

1方向に幅数mm程度のひ

び割れがある が、背面まで

は達していない。

１mm以下のひび割れが生

じているか、ひび割れが見

られない。

目地部、打継ぎ部

の状況

目地部、打継ぎ部のずれが

大きく、堤体土砂の流出が

みられる 。

目地部、打継ぎ部より水

の浸透がある。

目地部、打継ぎ部にずれが

ある が、水の浸透はない。

目地部、打継ぎ部にわずか

なずれ、段差、開きが見ら

れる か、段差、開きが見ら

れない。

剥離・損傷

広範囲に破損、または流出

している。

表面だけでなく部材の深

部まで剥離・損傷が及ん

でいる。

広範囲であっても表面の剥

離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷が

生じているか、剥離・損傷

が生じていない。

裏法被覆工

沈下・陥没

陥没がある 。 沈下によ る凹部が目立

つ。 －

部分的な沈下が見られる

か、沈下が見られない。

■砂浜
ひび割れ

部材背面まで達するひび

割れ・亀裂が生じている（幅

5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程度

のひび割れがある が、背

面までは達していない。

１方向に幅数mm程度のひ

び割れがある が、背面まで

は達していない。

１mm以下のひび割れが生

じているか、ひび割れが見

られない

目地部、打継ぎ部

の状況

目地部、打継ぎ部のずれが

大きく、堤体土砂の流出が

みられる 。

目地部、打継ぎ部より水

の浸透がある。

目地部、打継ぎ部にずれが

ある が、水の浸透はない。

目地部、打継ぎ部にわずか

なずれ、段差、開きが見ら

れる か、段差、開きが見ら

れない。

剥離・損傷

広範囲に破損、または流出

している。

表面だけでなく部材の深

部まで剥離・損傷が及ん

でいる。

広範囲であっても表面の剥

離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷が

生じているか、剥離・損傷

が見られない。

消波工

移動・散乱

及び沈下

消波工断面がブロ ック1層

分以上減少している 。

消波工断面が減少してい

る(ブロック1層未満)。

消波ブロックの一部が移

動、散乱、沈下している。

わずかな変状がみられる

か、変状なし。

ブロ ック破損

破損ブロックが1/4以上あ

る 。

破損ブロ ックは1/4未満

である。

少数の破損ブ ロックがあ

る。

小さなひび割れが発生して

いる か、ひび割れが発生し

ていない。

侵食により基礎工が浮き上がり堤体土が既

に流出している｡

侵食により前面の砂浜が消失し､基礎工下

端・ 止水矢板が露出している｡

堤防・ 護岸等の防護機能が損なわれるほ

ど、堤防・ 護岸等の前面の砂浜の侵食が進

んでいると認められる場合｡

堤防・護岸等の防護機能が

将来的に損なわれると想定さ

れるほど、堤防・護岸等の前

面の砂浜の侵食が進んでい

ると認められる場合｡

汀線の後退もしくは浜崖の

形成が認められる。

わずかな変状がみられる

か、変状なし。

■排水工

排水工
目地の開き、

相対移動量

転倒あるいは欠損がある。 移動に伴う目地の開きが

大きい。天端工との目地

部より水の浸透の恐れが

ある。

目地ずれがあるが、水の浸

透はない。

目地部にわずかなずれ、段

差、開きが見られるか、段

差、開きが見られない。

波返工

(胸壁については

堤体工)

天端被覆工

（水叩き工を含む）

砂浜 侵食・堆積

点検者所属 点検を 実施した全範囲 No.　　　～　No.　　

海岸名 地区海岸名

【凡例】

変状現象 単位 計測寸法（記号）

防護高さの不足 （ｍ） 標高（D.L.）

ひび割れ （ｍ） 長さ（Ｌ）

（ｍ） 最大ひび割れ幅（Ｂ）

剥離・損傷 （ｍ） 直径（Ｌ）

（ｍ） 短径（Ｓ）

鉄筋の腐食 （ｍ） 長さ（Ｌ）

目地の開き、相対移動量 （ｍ） ずれ（Ｂ）

（ｍ） 段差（Ｈ）

（ｍ） 開き（Ｄ）

沈下・陥没 （ｍ） 直径（Ｌ）

（ｍ） 短径（Ｓ）

侵食・堆積 （ｍ） 浜幅（Ｗ）

（ｍ） 砂浜の標高（D.L.）

移動・散乱及び沈下 （ｍ） 直径（Ｌ）

（ｍ） 短径（Ｓ）

ブロック破損 （個） 個数（ｎ）

点検結果記入シート
【調査概要記入欄】 【変状位置図（写真等）】

一定区間

【調査結果記入欄】

D.L.

L＝

B＝

L＝

S＝

B＝

H＝

D＝

D.L.

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝  

S＝

L＝

S＝

n＝

W＝

D.L.

B＝

H＝

D＝

※ 「必要に応じて実施する項目」やその他の部材（根固工等）については、実際の点検内容に応じて、適宜追加すること。  

調査年月日： 　　　年　　　月　　　日 天候： 晴　 曇　 雨
■波返工

スパンNo. 　No.

点検者氏名施設名

変状ラ ンクの判定結果

点検位置 変状現象
変状、損傷等のラ ンク

評価結果
計測寸法

(最大値)a b c d

防護高さの不足

防護高さを満足していな

い。 － －

防護高さを 満足している。

■天端被覆工

ひび割れ

部材背面まで達するひび

割れ・亀裂が生じている（幅

5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程度

のひび割れがある が、背

面までは達していない。

1方向に幅数mm程度のひ

び割れがある が、背面まで

は達していない。

１mm以下のひび割れが生

じているか、ひび割れが生

じていない。

剥離・損傷

広範囲に部材の深部まで

剥離・損傷が生じている。

表面だけでなく部材の深

部まで剥離・損傷が及ん

でいる。

広範囲であっても表面の剥

離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷が

生じているか、剥離・損傷

が生じていない。

■表法被覆工
目地の開き、

相対移動量

転倒あるいは欠損がある。 移動に伴う目地の開きが

大きい。目地部より水の

浸透がある。

目地ずれがあるが、水の浸

透はない。

目地部にわずかなずれ、段

差、開きが見られるか、段

差、開きが見られない。

防護高さの不足
防護高さを満足していな

い。 － －
防護高さを 満足している。

沈下・陥没

陥没がある 。 沈下によ る凹部が目立

つ。 －

部分的な沈下が見られる

か、沈下が見られない。

■裏法被覆工
ひび割れ

部材背面まで達するひび

割れ・亀裂が生じている（幅

5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程度

のひび割れがある が、背

面までは達していない。

１方向に幅数mm程度のひ

び割れがある が、背面まで

は達していない。

１mm以下のひび割れが生

じているか、ひび割れが見

られない。

目地部、打継ぎ部

の状況

目地部、打継ぎ部のずれが

大きく、堤体土砂の流出が

みられる 。

目地部、打継ぎ部より水

の浸透がある。

目地部、打継部にずれがあ

るが、水の浸透はない。

目地部、打継ぎ部にわずか

なずれ、段差、開きが見ら

れる か、段差、開きが見ら

れない。

剥離・損傷

広範囲に破損、または流出

している。

表面だけでなく部材の深

部まで剥離・損傷が及ん

でいる。

広範囲であっても表面の剥

離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷が

生じているか、剥離・損傷

が生じていない。

表法被覆工

沈下・陥没

陥没がある 。 沈下によ る凹部が目立

つ。 －

部分的な沈下が見られる

か、沈下が見られない。

■消波工
ひび割れ

部材背面まで達するひび

割れ・亀裂が生じている（幅

5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程度

のひび割れがある が、背

面までは達していない。

1方向に幅数mm程度のひ

び割れがある が、背面まで

は達していない。

１mm以下のひび割れが生

じているか、ひび割れが見

られない。

目地部、打継ぎ部

の状況

目地部、打継ぎ部のずれが

大きく、堤体土砂の流出が

みられる 。

目地部、打継ぎ部より水

の浸透がある。

目地部、打継ぎ部にずれが

ある が、水の浸透はない。

目地部、打継ぎ部にわずか

なずれ、段差、開きが見ら

れる か、段差、開きが見ら

れない。

剥離・損傷

広範囲に破損、または流出

している。

表面だけでなく部材の深

部まで剥離・損傷が及ん

でいる。

広範囲であっても表面の剥

離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷が

生じているか、剥離・損傷

が生じていない。

裏法被覆工

沈下・陥没

陥没がある 。 沈下によ る凹部が目立

つ。 －

部分的な沈下が見られる

か、沈下が見られない。

■砂浜
ひび割れ

部材背面まで達するひび

割れ・亀裂が生じている（幅

5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程度

のひび割れがある が、背

面までは達していない。

１方向に幅数mm程度のひ

び割れがある が、背面まで

は達していない。

１mm以下のひび割れが生

じているか、ひび割れが見

られない

目地部、打継ぎ部

の状況

目地部、打継ぎ部のずれが

大きく、堤体土砂の流出が

みられる 。

目地部、打継ぎ部より水

の浸透がある。

目地部、打継ぎ部にずれが

ある が、水の浸透はない。

目地部、打継ぎ部にわずか

なずれ、段差、開きが見ら

れる か、段差、開きが見ら

れない。

剥離・損傷

広範囲に破損、または流出

している。

表面だけでなく部材の深

部まで剥離・損傷が及ん

でいる。

広範囲であっても表面の剥

離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷が

生じているか、剥離・損傷

が見られない。

消波工

移動・散乱

及び沈下

消波工断面がブロ ック1層

分以上減少している 。

消波工断面が減少してい

る(ブロック1層未満)。

消波ブロックの一部が移

動、散乱、沈下している。

わずかな変状がみられる

か、変状なし。

ブロ ック破損

破損ブロックが1/4以上あ

る 。

破損ブロ ックは1/4未満

である。

少数の破損ブ ロックがあ

る。

小さなひび割れが発生して

いる か、ひび割れが発生し

ていない。

侵食により基礎工が浮き上がり堤体土が既

に流出している｡

侵食により前面の砂浜が消失し､基礎工下

端・ 止水矢板が露出している｡

堤防・ 護岸等の防護機能が損なわれるほ

ど、堤防・ 護岸等の前面の砂浜の侵食が進

んでいると認められる場合｡

堤防・護岸等の防護機能が

将来的に損なわれると想定さ

れるほど、堤防・護岸等の前

面の砂浜の侵食が進んでい

ると認められる場合｡

汀線の後退もしくは浜崖の

形成が認められる。

わずかな変状がみられる

か、変状なし。

■排水工

排水工
目地の開き、

相対移動量

転倒あるいは欠損がある。 移動に伴う目地の開きが

大きい。天端工との目地

部より水の浸透の恐れが

ある。

目地ずれがあるが、水の浸

透はない。

目地部にわずかなずれ、段

差、開きが見られるか、段

差、開きが見られない。

波返工

(胸壁については

堤体工)

天端被覆工

（水叩き工を含む）

砂浜 侵食・堆積

点検者所属 点検を 実施した全範囲 No.　　　～　No.　　

海岸名 地区海岸名

【凡例】

変状現象 単位 計測寸法（記号）

防護高さの不足 （ｍ） 標高（D.L.）

ひび割れ （ｍ） 長さ（Ｌ）

（ｍ） 最大ひび割れ幅（Ｂ）

剥離・損傷 （ｍ） 直径（Ｌ）

（ｍ） 短径（Ｓ）

鉄筋の腐食 （ｍ） 長さ（Ｌ）

目地の開き、相対移動量 （ｍ） ずれ（Ｂ）

（ｍ） 段差（Ｈ）

（ｍ） 開き（Ｄ）

沈下・陥没 （ｍ） 直径（Ｌ）

（ｍ） 短径（Ｓ）

侵食・堆積 （ｍ） 浜幅（Ｗ）

（ｍ） 砂浜の標高（D.L.）

移動・散乱及び沈下 （ｍ） 直径（Ｌ）

（ｍ） 短径（Ｓ）

ブロック破損 （個） 個数（ｎ）

点検位置
変状現象
変状ランク

変状位置図

色分けをして記録
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「点検結果の総括表」の作成事例

施設情報・点検情報

+1.50 D.L.

+1.50 D.L.

スパン別変状総括表 a～d：変状ランク　　　x：未点検　　　-：該当部材なし

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

20.0 20.0 20.0 20.0 100.0 100.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 50.0 50.0 20.0 20.0

d d d d d d d d d d d d x x x d d d d d d d d d

d d d d d d d d d d d d x x x d d d d d d d d d

c d d d d d d d d d c d x x x d c d d d d d d d

d d d d d d d d d d d d x x x d d d d d d d d c

b d d d d d d d d d d d x x x d d d d d d d d c

d d d d - d d d d d b d x x x b d d d d d d d d

d d d d d d d d d d d d x x x d d d d d c d d d

d c d d d d d d d d d d x x x d d d d d d d d d

d d d d d d d d d d d d x x x d d d d d d d d d

d d d d d d d d d d d d x x x d d c d d d d d d

x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

d d d d d d d d d d d d x x x d d d d d d d d c

c d d d d d d d d d d d x x x b d d d d d d d d

d d d d d d d d d d d d x x x d d d d d c d d d

d c d d d d d d d d d d x x x d d d d d d d d c

x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

d d d d d d d d d d d d x x x b d d d d d d d d

d d d d d d d d d d d d x x x d d d d d c d d d

d d d d d d d d d d d d x x x d d d d d d d d c

d d d d d d d d d d d d x x x b d d d d d d d d

x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

- - - - - - - - - - - - x x x - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - x x x - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - x x x - - - - - - - - -

d d d d d d d d d d d d x x x d b b b b d d d d

x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

b c d d a d d d d d b d x x x b b b b b c d d c

※必ず実施する項目は赤字で示す

目地部、打継ぎ部の状況

剥離・損傷

沈下・陥没

ひび割れ

目地部、打継ぎ部の状況

点検概要

健全度判定

点検者氏名 ○○　××

一定区間No21において、特に重大な変状が見られるため、早期に対策を実施することが望ましい天候 曇

A

スパン別変状ランク

1988

スパン別延長（m）

2014/11/1

鉄筋の腐食

波返工
(胸壁については堤体工)

根固工
移動・散乱及び沈下

ブロック破損

基礎工

ひび割れ

剥離・損傷

目地ずれ

移動・沈下

砂浜 侵食・堆積

排水工 目地の開き、相対移動量

前面海底地盤
洗掘

吸出し（根固部）

消波工
移動・散乱及び沈下

ブロック破損

剥離・損傷

沈下・陥没

ひび割れ

目地部、打継ぎ部の状況

剥離・損傷

吸出し・空洞化

吸出し・空洞化

吸出し・空洞化

裏法被覆工

表法被覆工

天端被覆工
（水叩き工を含む）

沈下・陥没

ひび割れ

防護高さの不足

ひび割れ

剥離・損傷

目地の開き、相対移動量

防護高さの不足

点検位置 変状現象

必要な天端高

計画天端高

総スパン数

竣功年度

種類 護岸

施設名 A護岸

地区海岸名 ○○地区

30

海岸名 ○○港海岸

点検を実施した全範囲 No.1～No.12、No16～No.30

管理番号 01-001-0012-0002-1 点検者所属 ○○○○株式会社

施設情報 点検情報

システムID 1111111111 点検年月日

点検位置 変状現象 スパン別の変状ランク

施設点検情報 健全度
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②修繕等の結果の記録

7

7



修繕等の記録＿台帳の更新

8

対策後の断面図

平面情報を掲載対策延長 工事費

対策工法

対策時期



修繕等の記録情報の追加

・海岸保全施設維持管理マニュアル（付録－５）で示す「修繕等に係る情報」に、新たな情報を追加することを想定。
・追加する情報は、変状原因、工法の概要、対策前後の断面図及び写真等を想定している。

【海岸保全施設維持管理マニュアルで示す情報】

9

○点検時期、変状ランク
○修繕時期、修繕等の概要
○健全度評価、健全度の履歴

点検・健全度の情報

長寿命化計画を策定するために必要な基礎情報

○施設・工作物の諸元
○各施設の延長、基数
○平面図、横断図等

海岸保全施設の情報

海岸保全区域台帳の内容

○変状原因・・・変状原因を踏まえておくことで、今後の点検の参考とできる。
○工法名
○工法の概要
○実施数量
○対策前後の断面図、写真等

・・・今後の維持管理の参考とできる。

○海岸保全区域に関する情報
○気象海象等の概況
○土地、水面、管理等の区域

海岸保全区域の基本情報



10

修繕等の記録情報の追加

No. 項目名 入力内容

▽点検対象施設の基本情報

1 所管

2 都道府県

3 沿岸名

4 海岸名

5 地区海岸名

6 海岸管理者名

▽点検の実施に係る情報

点 検 履 歴

7 定期点検実施 年月日（西暦）

8 定期点検実施 施設延長(m)

9 巡視（パトロール）実施 年月日（西暦）

10 巡視（パトロール）実施 施設延長(m)

▽健全度等に係る情報

健 全 度 等 評 価 履 歴

11 健全度等評価実施 年月日（西暦）

12

スパン毎の変状ランク
（個数）

a

13 b

14 c

15 d

16

一定区間毎の健全度
（個数）

A

17 B

18 C

19 D

・海岸保全施設維持管理マニュアルの「付録-５ 台帳等の電子化シート」に追加することを想定。

【点検 ・健全度・修繕等に係る情報の入力項目】

※青字は追加した情報

No. 項目名 入力内容

▽修繕等にかかる情報 履歴の記録

修 繕 等 履 歴

20 修繕等実施 年度（西暦）

21 変状原因

22 工法名

23
工法の概要
※対策前後の断面図及び写真等をあわ
せて保存しておくことが望ましい。

24 実施数量

25 修繕等に要した経費（千円）



修繕等の記録様式のイメージ
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